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研究成果の概要（和文）：　本研究は、19世紀末から20世紀初期のロシアにおいて革新的なオペラ上演を行って
いた私立歌劇場を対象とした。オペラに携わる人の移動や作品の伝搬において、私立歌劇場と地方都市の歌劇場
の「協力関係」が重要な役割を果たしていたのではないか、との仮説に基づき、その実態を検証した。
 独自のオペラ文化及びオペラ上演活動を築いていた地方の歌劇場、オペラ関係者の移動を通じてそれに影響さ
れたモスクワ市内の私立歌劇場（主に私立マーモントフ歌劇場）、さらにはそれに対する帝室の検閲の在り様を
分析し、当時のロシア音楽界における都市と地方の力関係を問い直した。

研究成果の概要（英文）： This research focused on innovative opera performances staged by private 
opera enterprises, especially the Moscow Private Opera directed by Savva Mamontov, analyzing the 
relationships between private operas in Moscow and those in the provincial area.
 As a fruit of this research project propagation of opera performances through the movement of 
talented opera singers, stage designers and directors among those private operas was bought out. 
Besides, the power balance between Rissia Imperial Theaters and private operas was reconsidered.    
 

研究分野：ロシア音楽史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 これまで、19世紀末から20世紀初期のロシアにおける私立歌劇場の上演活動に関しては、ソ連時代のイデオロ
ギー的制約によりその資料公開や研究が遅れてきた。本研究では、そうした同時期のロシアの私立歌劇場を一次
資料に基づき調査することにより、当時のロシアの私立歌劇場における作品伝播や芸術的潮流の波及の様相、多
様な地域におけるオペラ関係者の移動を介してのネットワークを明らかにした。またロシアにおけるオペラ上演
史の変遷をめぐる議論に、音楽とそれを取りまく人・地域・社会との連関という視点をもたらすものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
ロシアでは、1882年に帝室劇場がオペラ上演の独占権を手放した後、各地で私立歌劇場が急
増した。従来の研究では、こうした私立歌劇場が帝室によって厳格に管理され、オペラ上演のレ
パートリーも帝室の意向を反映したものであったとされてきた。帝室主導によるオペラ文化の
普及がいかなる帰結を迎えたのかを見れば、 そのオペラ文化政策の限界を明らかにすることが
できるのではないか。このような視点から代表者は、19世紀末から 20世紀初期のロシアにおけ
る私立歌劇場に関する研究に従事してきた。私立歌劇場に関する研究では、モスクワの古儀式派
による私立マーモントフ歌劇場が帝室から拒絶されていたリムスキー＝コルサコフやムソルグ
スキーのオペラを擁護し、かつ革新的なオペラ上演によって帝室劇場を凌駕していたことを見
出した。同歌劇場は、リムスキー＝コルサコフやムソルグスキーのオペラをいち早く上演してい
たチフリス（現トビリシ）、カザンなどの地方の私立歌劇場から多くの優秀な人材を集めること
でオペラ上演を成功させていた。いうなればリムスキー＝コルサコフやムソルグスキーのオペ
ラ作品は「地方」から「モスクワ」へと伝搬していたといえる。ここから、私立歌劇場が受けて
いた帝室の影響は限定的なものであったことが確認された。 
さらにロシアの歌劇場の立地を見ると、古儀式派の私立歌劇場が多く創設されたモスクワと、 
帝室の本拠であるペテルブルクとの間でオペラ上演の傾向が大きく異なる他、モスクワ及び地
方における私立歌劇場のオペラ上演が連動している。ここから、従来のロシア各地におけるオペ
ラ文化の発展を考えるうえで中心概念となってきた「帝室による検閲」や「帝室の分配による資
金立地」といったものを越える、地方都市の歌劇場に蓄積する独自のオペラ文化及びその実践経
験が存在するのであり、それがオペラ作品の伝播に影響を及ぼしているのではないか、という問
いを立てた。 
 
 
２．研究の目的 
 これまでのロシア・オペラ研究は、「帝室主導によるオペラ上演」の発展という仮定に基づい
てきた。しかし、上述のとおりオペラ文化の発展に際して大きな影響を与えてきたことが明らか
となった「地方独自のオペラ文化」という要因を看過することはできない。そこで本研究では、
19世紀末から 20世紀初期のロシアの主要都市における私立歌劇場のオペラ上演活動を調査し、
モスクワやペテルブルクなどの主要都市と地方の私立歌劇場間における相関関係を、パワーバ
ランスに注目しつつ明らかにすることを試みた。その上で、帝室劇場委員会の私立歌劇場に対す
る検閲の実態を考察した。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では、19 世紀末から 20 世紀初期のモスクワにおいて、革新的なオペラ上演を行った古
儀式派の私立歌劇場、それらとオペラ関係者の移動を介して独自のオペラ文化及びその実践経
験を共用していた地方の私立歌劇場、さらにはこうした私立歌劇場のオペラ上演に対する帝室
の検閲の実態を考察対象とした。まずはデータベースに基づき、古儀式派の私立マーモントフ歌
劇場によるオペラ上演傾向を、帝室劇場や地方の私立歌劇場におけるそれと比較分析し、類似点
や決定的差異を明らかにした。 
次に、決定的差異に注目しながら同時期の私立歌劇場間におけるオペラ関係者の移動及びそ
れに伴うオペラ作品の伝播を取り上げ、地方の私立歌劇場による独自のオペラ文化及びその実
践経験がいかに共有されていったのかを分析した。また、私立歌劇場の代表が帝室主導のオペラ
上演政策に対していかなる見解を持っていたのか、その立ち位置について自伝や回想録、書簡な
どを精読した。 
 
 
４．研究成果 
帝室劇場との決定的差異となっている因子が、ムソルグスキーのオペラ《ホヴァーンシチナ》
であることが明らかになった。その上で、このオペラについては実のところ 1892 年にキーウ初
演がなされていたことを見出し、アーカイヴ調査でこのキーウ初演に関する現地の受容状況を
『キーウの言葉』紙などで整理した。また《ホヴァーンシチナ》をめぐるキーウ初演（1892）と
モスクワ初演（1897）に関しオペラ関係者のデータを照合したところ、キーウ初演で中心的役割
を担ったオペラ関係者が、その後私立マーモントフ歌劇場に移籍し、モスクワ初演にも携わって
いたということが確認できた。 
さらに、かつて帝室劇場でキャリアを積み、帝室劇場から離反したオペラ歌手たちが、キーウ
やトビリシなどの地方都市で自らの私立歌劇団を結成し、ムソルグスキーのオペラの普及に尽
力していたこと、また彼らの指導下で育成された人材がその後地方の私立歌劇場をはじめとし、
モスクワの私立マーモントフ歌劇場や私立ジミーン歌劇場で活躍し、最終的には帝室劇場の舞



台で活躍していたことに鑑み、オペラ関係者の移動の循環形態を指摘した。これまでロシア・オ
ペラ界は首都＞地方の構図で語られてきたが、必ずしもそうではなく、寧ろ地方の歌劇場がオペ
ラ作品の普及に際して能動的な役割を果たしてきたと結論づけた。 
 また、私立マーモントフ歌劇場との間にオペラ関係者の往来があったキーウの私立プリャー
ニシニコフ歌劇場や私立セートフ歌劇場のオペラ団員に関して、彼らのキャリア（出身地、教育、
所属歌劇場など）に重点を置いたデータベースを作成した。このほか、私立マーモントフ歌劇場
に関する先行研究では、同歌劇場においてアンブロワーズ・トマの《ミニョン》やレオ・ドリー
ブの《ラクメ》の上演が芳しくなかったとされてきたが、1890 年代末のチケット収益を記録し
た一次資料を調査したところ、アメリカのマリー・ヴァン・ザント（1858-1919）という世界的
なオペラ歌手がこれらのオペラにゲスト出演し、チケット収益及び集客ともに倍増していたこ
とが判明した。バレエ界のイサドラ・ダンカンと同じく、彼女もまた外国人歌手としてロシアの
オペラ文化界にフランスのオペラ・コミックの潮流をもたらしたことがわかった。 
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